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不具合事例  整理番号 T-07-001   

    
タイトル コンクリートガラ、鉄筋が混入した汚染土壌を汚染土壌処理施設に運搬したら受入拒否された！ 

工種  調 査    対 策 フェーズ   計 画    作業中 

対象汚染物質 第一種特定有害物質、第二種特定有害物質、第三種特定有害物質 

土地履歴    宅地    工場跡地    特定有害物質使用工場    その他 

説明図 「コンクリートガラ、鉄筋の混載土壌は受入拒否！」 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

作業内容 汚染土壌措置工事（掘削除去） 

使用機器 ダンプトラック、スケルトンバケット、ふるい機、磁選機 

不具合事項 

・汚染土壌中に建屋解体時のコンクリートガラ、鉄筋等異物が混入した状態で汚染土壌処理施設に場外搬出した。と
ころが、搬出先の汚染土壌処理施設は分別等処理施設の許可を持っていなかったため、汚染土壌の受入を拒否され
てしまい、汚染土壌の搬出ができなくなった。急遽、汚染土壌の搬出先の変更、対策方法の見直し、再検討の必要
が発生した。 

予防措置（計画者、監督者、作業員） 

・異物が混入していることを想定して、予め分別等処理施設の許可を持つ処理施設への搬出もできる計画としてお
く。（計画者） 

・コンクリートガラ、鉄筋それぞれの置き場を確保する等、分別方法を予め計画しておく。（計画者、監督者） 

・コンクリートガラ、鉄筋の混載をしないよう朝礼等で作業員に周知する。（計画者、監督者） 

・コンクリートガラ、鉄筋の分別を心がける。（作業員） 

応急措置 

・建屋解体時のコンクリートガラ、鉄筋等については、スケルトンバケット、ふるい機、磁選機、手選別等を用いて
分別を行い、それぞれ適切に処分する（コンクリートガラは産業廃棄物として処分、鉄筋は有価物としてリサイク
ル業者に引き取ってもらうこと等が考えられる）。 

その他、留意事項 

・他に想定外の異物混入（油等）が確認された場合、すぐに監督者へ相談するように作業員に周知する。 

・汚染土壌とコンクリートガラ、鉄筋等の異物は区域内にて適切に分別し、区別して処理を行わなければならない。1) 

関連法規等､出典 
・1) 土壌汚染対策法に基づく調査及び措置に関するガイドライン改訂第 3.1 版 p.572 

・2）廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

キーワード コンクリートガラ、鉄筋、混載、異物混入、搬出 

発生頻度  多    中    少 重大性  致命的   重 大   軽 微 
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KY シート  整理番号 T-07-001       年     月     日     曜日 

    
タイトル コンクリートガラ、鉄筋が混入した汚染土壌を汚染土壌処理施設に運搬したら受入拒否された！ 

説明図 「コンクリートガラ、鉄筋の混載土壌は受入拒否！」 

  

 

作業内容 汚染土壌措置工事（掘削除去） 

指示事項 

・汚染土壌とコンクリートガラ、鉄筋等の異物は適切に分別すること。 

・コンクリートガラ、鉄筋、汚染土壌の置き場を明示し、分別を徹底すること。 

どんな不具合が起こりうるか？ 

      

だから私たちはこうします 

      

本日の重点施策       ヨシ!! 

サイン       

 
 
 
 
 
 
 
 
 


